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されて戦線離脱を阻止できたのである｡賃金つい
ては中国人の職業観に見合う能力給 ･成果給の導
入し､賃金の差をつけることにより従業員の仕事
効率は高まり､やる気を起こさせ､職場環境も顕
著に改善したといえる｡
第四章では､本論文の結論である｡本論文の研
究成果をまとめて分析することよって中国の日系
企業成功の鍵となる正しい経営現地化政策を提言
した｡
中国が2001年末にWTOに加盟したことによっ
て､今後日本の対中投資がさらに増えていくと考
えられる｡そのため以上の研究成果は､これから
の日本企業の中国進出､または進出済みの現地経
営などに有用な資料になればうれしい｡しかし､
本論文を執筆しているうちに､私にとって今後解
明しなければならない課題が浮かび上がってきた｡
まず､ケース研究については､好業績日本企業の
研究が不足である､従って日系企業の成功事例に
対する成功経験の分析や研究を私の今後の課題に
したい｡
さらに､本論文のなかで日系企業の人材流出問
題など取上げ､現在の中国青年が能力主義を実施
している欧米企業に憧れていることを述べたが､
具体的に欧米企業がどのような人事労務管理を
行っているのかなどまた分析不十分である､その
ため､日系企業と欧米系企業との人事労務管理な
どの実態を比較しながら研究を行うことは､今後
の大きな課題として残されている｡
以上のように､中国における日系企業の経営現
地化に関しては､まだ解明できていない課題が多
く残されている｡従って､筆者はそれらの課題を
念頭において､今後引き続き研究を行い､これら
の課題の解明に取り込んでいきたいと考えている｡
